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１．研究計画の概要 
 水痘帯状疱疹ウイルス(VZV)を cell free
で取り出すことは非常に困難であり、VZV は
細胞親和性が強いがよく知られている。また
水痘感染の発症前後でリンパ球関連のウイ
ルス血症が証明されている。今回、我々は
VZV がリンパ球のどの細胞と親和性が強い
のかを明らかにすることを目標にして、この
研究が実施された。方法は、リンパ球に VZV
感染後フローサイトメトリーでモノクロー
ナル抗体を用いて各細胞群にソーティング
し、それから DNA を抽出後 realtime PCR で
感染ウイルス量を定量化し、どの細胞群で感
染ウイルス量が多いかを比較検討した。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 進捗状況は、予定通りである。T 細胞や B
細胞に比較して、NK 細胞 群（CD16、CD56、CD57）
に有意に高く感染していることが明らかに
することができた。さらに CD16の NK細胞が
もっとも感染率の強いことも判明した。また
水痘の重症化リスクファクターとして、NK細
胞が少ない場合が高いことが最近報告され
ており、NK細胞と重症化との関連が指摘され
るようになっている。 
 
 
３．現在までの達成度 
当初の目標を達成することができた。目標

とした VZV と親和性の高い細胞群を明らか
にすることができ、さらに次の研究へと進む
べき方向と、治療や予防に対してこの研究の
将来性に期待できることが判明した。 
 

 
４．今後の研究の推進方策 
 この研究を進めていくと、現在不明である
VZV のレセプターの発見につながる可能性
がでてきた。VZV のレセプターが発見できる
と、創薬に関連して新たに有効な治療方法が
できると考えられる。また水痘や帯状疱疹の
重症化とNK細胞が関連する可能性が出てき
たので、重症化するリスクの高い患者グルー
プを明らかにでき、予防や治療に効果を上げ
るようになると期待できる。 
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